学　習　会　「親亡き後の住まい 」
～グループホームの制度や状況を理解する～
（2023.3.5）
親亡き後のテーマとして、経済面、支援者の体制、住まい等々ある中、我が子に合った住まいが　　どうあるべきかを考えるきっかけとして、近年拡充傾向にあるグループホームをテーマに学習会を企画し、14家族17名の参加のもと　ＺＯＯＭによるオンラインで学習会を実施しました。
講師には、静岡県自閉症協会会長であり、ご自身でグループホームを運営されている津田明雄様をお招きし、制度の概要や直近の行政の動き、20年以上にわたるグループホーム等の運営のご経験をもとに運営上配慮されていること、課題認識されていること等を多様な視点に渡ってお話いただきました。特に利用者にとってどうすれば安心して暮らせる場になるのかということを個別具体的に考えて運営されている点はとても印象的でした。
参加した会員にとっても極めて関心の高いテーマであったこともあり、津田様からの1時間半にわたるお話の後、予定の終了時刻を超えて1時間にわたる質疑応答となり、一つ一つの質問に対して津田様から丁寧にコメントいただいたことで親亡き後の住まいを具体的に考えていくにあたっての貴重な示唆を多岐に渡っていただく機会となりました。
津田様にはこのような貴重な機会をいただき、この場を借りて改めてお礼申し上げます。
滋賀県自閉症協会におきましては、今後もこうした学習会等の活動を継続してまいりますので、ぜひともご支援のほど、よろしくお願いいたします。
＜参加者の感想＞
・親の目の黒いうちに親亡き後を考えることの重要性は理解しているつもりではありますが、なかなか具体的なイメージを持てずにいた中、津田様からのご経験に裏打ちされたお話で
貴重な示唆をいただくことができ、大変感謝しております。
・聞かせていただいたような運営をされているようなグループホームが近くにあると良いと思いました。利用検討する人には今日のお話しは大変参考になったと思いました。自閉症をはじめとした発達障害に配慮されたグループホームがあれば良いですが、他の方と共同生活する場なので、何か問題が起きた時（例えば、利用先の変更・自宅に戻る等）親がどこまで関われるのかと思っています。現在、私の住む地域では我が子がすぐに入居できるところはなく、他の市町も視野にいれて探すしかないのかなぁと思っていますが、出来るだけ自宅から近いところに利用先があると有り難いです。県内のグループホームの数・所在 また、希望者に対しての充足は？等、調べていく必要もあるのではと思いました。少なくとも在住地域の状況はどうなのか？　まずは調べてみたいと思いました。
・本日はたいへん貴重な学習の機会をご提供いただきまして誠にありがとうございました。お陰様で、これまでは断片的にしか知らなかったグループホームについて初めて系統的に学ぶことができました。改めて感謝を申し上げます。
・本日の機会を設けて頂きありがとうございます。非常に勉強になりました。特にグループホームを検討する上で、受け身（待っているだけ）ではいけない。自ら動いて情報を得ないと始まらない事があると改めて感じた次第です。ありがとうございました。
その中で自分達が出来る事を、もっと考えるとすれば、そんなグループホームを検討されている日中支援の事業所等と密にコンタクトをとっていきたいと思います。
それと並行で子供の日常スキルを上げる取組みも必要かと思いました。

・自分のところは、まだ先の話と思って、グループホームに関しては、今までほとんど知識がありませんでしたが、基礎から教えて頂き、とてもよく理解できました。
従来の講習会では、重い人のケースは触れられることが少なく感じていて今回は質疑応答も含めてかなりの時間を割いて頂き、我が子の将来に関して考えるきっかけとなりました。
どうもありがとうございました。
・グループホーム入居に関しては、以前よりぼんやり考えていました。息子と親の私たちの年齢を考えると具体的に動き出すべき時期となっており本日のお話しは参考になることが詰まった内容で有難かったです。利用者側に立って考えてくださる運営者に出会えることを願いながら、親として社会の中で特性理解が進むよう努力していこうと思いました。
・最近は、株式会社といわれるような民間がグループホームの事業展開を始め、放課後ディの数が急に増えた状況と同じような現象が起こっているのではと感じています。今後の我が子のグループホームのことを考えるうえで大切なことを本日のお話しから　たくさん学ばせていただきました。有り難うございました。
・今回の学習会は前回の会員交流会に続いてグループホームに関することがテーマでした。
うちは重度自閉症の一人息子なので、親亡き後のことを考えると心配で仕方なく、どのような道があるのか日々考え続けています。

グループホームの件数が足りないことも目下の課題なのだと思いますが、一人一人の個性によって必要な支援も違い、精一杯の対応を皆さんがしてくださっていても、現実的にはまだまだ困難なことが多いことを具体的に知ることが出来ました。

何より、「もし、うちの息子がお世話になったらどんな課題があるだろう？」ということを

具体的に想像出来て良かったです。

